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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
労
働
政
策
審
議
会
の
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

案
要
綱
」
に
対
す
る
答
申
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
労
働
政
策
審
議
会
の
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
案
要
綱
」
に
対
す
る
答
申
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
八
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
（
以
下
「
諮
問
要
綱
」
と
い
う
。
）
の
諮
問
を
受
け
、
そ
れ
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
同
月
十
五
日
に
同
審
議
会
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
る
中
で
「
お
お
む

ね
妥
当
と
認
め
る
」
と
の
答
申
を
得
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
五
に
つ
い
て

労
働
政
策
審
議
会
の
各
分
科
会
の
委
員
並
び
に
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
（
以
下
「
臨
時
委
員
等
」
と
い
う
。
）
は
、
労

働
政
策
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
第
三
条
に
お
い
て
、
労
働
者
を
代
表
す
る
者
（
臨
時
委
員
等
に

あ
っ
て
は
、
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
。
以
下
「
労
働
者
代
表
委
員
」
と
い
う
。
）
、
使
用
者
を
代
表
す
る
者
（
臨
時
委

員
等
に
あ
っ
て
は
、
関
係
使
用
者
を
代
表
す
る
者
。
以
下
「
使
用
者
代
表
委
員
」
と
い
う
。
）
及
び
公
益
を
代
表
す
る
者

（
以
下
「
公
益
代
表
委
員
」
と
い
う
。
）
並
び
に
障
害
者
を
代
表
す
る
者
（
臨
時
委
員
等
に
限
り
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

一



そ
の
他
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
の
促
進
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下
「
障
害
者
代
表
委
員
」

と
い
う
。
）
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

労
働
者
代
表
委
員
及
び
使
用
者
代
表
委
員
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
労
使
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、

労
働
者
及
び
使
用
者
の
利
益
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
な
ど
種
々
の
要
素
を
同
大
臣
が
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
公
益
代

表
委
員
に
つ
い
て
は
、
公
益
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
経
験
、
識
見
を
有
し
て
い
る
か
な
ど
種
々
の
要
素
を
同
大
臣
が
総

合
的
に
勘
案
し
て
、
障
害
者
代
表
委
員
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
代
表
的
な
障
害
者
関
係
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、
障
害
者

の
利
益
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
な
ど
種
々
の
要
素
を
同
大
臣
が
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
適
格
者
を
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し

て
い
る
。

四
及
び
七
に
つ
い
て

「
審
議
さ
れ
る
案
の
裏
付
け
と
な
る
よ
う
な
調
査
結
果
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指

摘
の
労
働
政
策
審
議
会
の
各
分
科
会
に
お
け
る
審
議
に
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
必
要
に
応
じ
て
各
分
科

会
長
等
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
適
時
必
要
な
資
料
を
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

二



平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
に
係
る
資
料
中
に
は
、
「
一
般
労
働
者
」
の
一
日
の
法
定
時
間
外
労
働
の

実
績
が
二
十
四
時
間
を
超
え
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

諮
問
要
綱
に
つ
い
て
は
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
、
様
々
な
視
点
に
立
っ
て
審
議
さ
れ
「
お
お
む
ね
妥
当
と
認
め
る
」

と
の
答
申
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
に
お
い
て
は
、
現
在
、
諮
問
要
綱
中
、
第
一
の
五
「
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
」

関
係
以
外
の
内
容
に
つ
い
て
の
法
案
の
作
成
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


